
なとり
こどもファンド

 申しこみ用紙を出す（申請）

①名取（自分のまち）を見直し、まちの問題点をみつけよう
②問題を解決する方法を考えよう（仲間あつめ・大人のアドバイス等）

③申しこみ書類を作成、確認し、提出しよう

 審査を受ける

①書類チェック
②自分の言葉で話そう（公開審査）

③こども審査員の質問に答えよう

 助成の決定（ご連絡）

 実際に、まちづくり活動をしてみよう!!

 発表会（活動の成果をみんなの前で発表）

◆応募から発表会までのながれ◆

じょせい

助成

こどもたちの夢（アイデア）で名取のまちづくりを応援！

◆なとりこどもファンド とは

こどもたちが、自分たちのアイデアで、より

魅力的な「まち」を目指して行う「活動」（ま

ちづくり活動）を応援する仕組みのことです。

このようにお金を出して応援することを「助

成」と言います。こどもによる名取のまちづく

り活動に最大10万円を助成します。名取の未

来を担う人材の育成を目指して取り組みます。

◆西松建設まちづくり基金 とは

平成27年～28年の2年間で大人の市民活動

団体(助成全28団体)に対して総額500万円を

助成してきました。

例えば、地元伝統芸能の保存活動や子育て支

援、震災のジオラマ展示や地域イベント、お祭

りなど事業に対する助成を実施しています。

※2018年3月4日を予定

※助成決定から
2018年1月31日まで

※7月18日までに通知予定

※7月2日予定

※5月31日〆切（必着）
※4月17日より、申しこみ書
入手可能

（詳細は裏面下部参照）

こどもによる
まちづくり活動を
応援します



Ｑ．助成の対象はどんな活動？

A.住んでいる地域や学校のまわりをもっと

楽しく暮らしやすいところにする活動です

＜活動の一例＞

 大人といっしょに公園をきれいにしたい

 地震の恐さと避難準備の大切さを劇や歌で

表現したい

 名取の特産品を使った料理のカタログを作

り、老人ホームでおもてなしをしたい

 一人暮らしのお年寄りの家を訪ねて、自分

たちが作った野菜をプレゼントしたり、お

話したりといった交流会をしたい

Q＆A

Ｑ．応募資格（どんな人なら応募できるの？）

A.応募できるのは、①～③の条件を

全部満たしている団体です。

＜応募の条件＞

① 名取市内に住んでいる、または学校に通って

いる18歳以下のこどもが3人以上いること

② サポートしてくれる２０才以上の大人が２人

以上いること

③ １つの家族だけでなく、２つ以上の家族の

こどもたちでメンバーになっていること

Ｑ．助成はいくらまでもらえるの？

A.ひとつの活動に対して出るお金は、

10万円までです。

＜対象となるものの例＞

 材料代・文房具代

 切手・はがき代、チラシなどの印刷代

 講師の人のお礼金 など

Ｑ．公開審査ってどんなもの？

A.みなさんの前で自分たちのアイデアを

発表・提案してもらいます。

＜審査のポイント＞

皆さんの発表・提案は、皆さんと同じこどもの審査

員がチェックします。質問が出てきたら回答もして

もらいます。皆さんのアイデアを認めてもらえるか

どうかはここが勝負ポイントです！

応募書類の配布先・事務局問い合わせ先

◆応募書類の入手先
＜予定配布先＞

• 名取市市民活動支援センター

• 名取市各公民館 ・名取市役所

• せんだい・みやぎＮＰＯセンター

• みやぎ連携復興センター

＜ウェブサイトからダウンロード＞

下記ウェブサイトよりダウンロード頂けます

http://www.renpuku.org/

「みやぎ連携復興センター」で検索下さい

◆事務局・問い合わせ先
• 特定非営利活動法人

せんだい・みやぎNPOセンター

• 一般社団法人

みやぎ連携復興センター

担当：太田

仙台市青葉区大町1－3－7 裕ビル6階

電話 ：022－748－4550

ＦＡＸ：022－748－4552

メール：oubo@renpuku.org

こどもの皆さんへ
一番大切なのは「まちを良くしたい」
という情熱とやる気！
失敗を恐れず、まずは第一歩を
踏み出してみよう！

大人の皆さんへ
このファンドは、郷土愛を育む、
地域の魅力再発見、まちづくり・地域づくりの
担い手育成、課題解決のプロセスを学ぶ、
協働の目覚め、表現力、自発性、発信力の
実習等を通し、なとりの未来を担う人材の
育成を目的としています。


